






要約:乳幼児検診を効果的,効率的に行うためには地域の実情を考慮して体制を整える必要

がある。秋田県においては,前回までに明らかにしたように小児科医師が不足する一方,保

健婦の検診業務に対する意欲は高い。そこで,今年度は,保健所と市町村の役割分担の状況。

保健婦数`保健婦自身の意見等を踏まえ,将来のあるべき検診体制を策定することとした.

結論としては,人口 1 万以上の市町に,おいては,一次スクリーニング検診は市町が独力で

行うこととするが,1 万以下の町村においては,いくつかの町村が合同で検診を行うことが

出来るように保健所が中心となって調整することが望ましい。また,二次検診については保

健所が福祉部門と協力して行うこととする。これを,実現するためには,保健所および市町

村保健婦に対して実地訓練を含んだ研修が必要であり,検診方法や検診管理票の統一を早

急に進める必要があることがつ分かった。 


